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　平成30年度学長࠾୒ܕ課題解決プロジェクト「教育学ઐ߈・児ಐ学科と京都༮ஓԂとの教育研究連携」では、京都༮ஓ

Ԃの親子活動を教育学ઐ߈の学生がࢧ援し、૒方が学ぶことを目的とした事業が行われている。その事業のひとつとして、

料理を通してドイツの食จ化を学ぶことを目的に、栄養クリニックで親子料理教室を開催した。

◉◉ओ࠵：教育学科教育学ઐ߈（教育学科教授　表�ਅ美）

◉◉協力：京都༮ஓԂ主事深ᖒ素子、教育学科学生３回生

４名

栄養クリニック：࠵ڞ◉◉

◉◉日時：平成31年１月16日（水）11：30～15：00

◉◉場所：栄養クリニック　調理室

◉◉講࠲：京都༮ஓԂ対象の親子料理教室「ドイツの食จ

化、ドイツのおうちごはん・軽食」

◉◉講ࢣ：ドイツの食จ化（本学จ学部外国ޠ準学科।教

授　土ҪΪーゼラ）、ドイツ料理の調理実習（෭栄養

クリニック長　木戸詔子）

◉◉ड講ੜ：京都༮ஓԂ親子12組

　土ҪΪーゼラ।教授より、ドイツの食จ化について食

材や食୎でのѫࡰなどドイツޠをަえてお࿩しがあった。

その後、෭栄養クリニック長木戸詔子より、調理୆・器

具の使い方、手のચい方を説明し、実習に入った。献立

はドイツの家庭で一般的によく用いられるものを使い、

簡単で食材の味が味わえて、栄養バランスのよい献立で、

食育のਪ進につなげられる޻෉をした。

υイツ෩・۩ͩ͘さんεーϓ　ベーコン、ιーセージ、

Ͷ͗、キャۄ、肉、じΌがҶ、にんじん、セロリڳܲ

ベツ、ブロッコリーを使い、じっくり煮込んだ࠼りの

よい、素材のやさしい味を味わえるスープ。

͡Ό͕͍΋のύンケーΩ　じΌがҶをフードプロセッ

サーにかけ、卵と少量の塩を加えた生地をϗットプレー

トでカリッと߳ばしく焼いたパンケーキに、電子レン

ジを使った簡単な手ͮくりのリンゴジャムをఴえ、ミ

ニトマトとベビーリーフを০った。

◉◉感想：

Ԃ児の感想：皆と一ॹに作れて楽しかった。自分でた

くさんの野菜を切り、食べることができて楽しかった。

料理が美味しかった。パンケーキを焼きཪฦすところ

がよかった。また、やりたい。

お฼さんの感想：家では時間に௥われ子どもの૬手が

できませんが、のんびりと、子どもがやりたい作業を

やりたいだけでき、親も料理を教わることができ、と

ても楽しい時間を過ごすことができました。素材を生

かした料理がとても美味しかった。大学のお࢞さんと

৮れ合え、自分で野菜を切り作ったスープをいつも以

上にたくさん食べていた࢟がҹ象的で、子どもがとて

も楽しそうだった。野菜をあまり食べない່が、今日

は沢山食べていてびっくりしました。

学生の感想：子どもたちがいろいろと興味をࣔし、た

くさんのことに௅ઓでき、とても楽しそうでした。切

るものが多く大変でしたが、子どもたちにできること

が多く、お฼さんと一ॹにスムースにできた。皆で一

ॹに美味しい料理を食べ、本当に楽しくてよかったで

す。

　Ԃ児に「すごくよかった、少しよかった、ී通、よ

くなかった」の４ஈ֊ධՁで、記入していただいたと

ころ「すごくよかった」が100%であった。฼親に「満

足、やや満足、ී通、ややෆ満、ෆ満」の５ஈ֊ධՁ

で記入していただいたところ、回答された10名全員

が満足であった。参加した学生にࢧ援が「े分できた、

一部できた、ී通、一部できなかった、ほとんどでき

なかった」の５ஈ֊で自ݾධՁしていただいたところ

「े分できた」１名、「一部できた」２名、「ແ回答」

１名であった。� （木戸詔子）

ಈ׆ҭڭ
ʙᶘࣨڭྉཧࢠ౎༮ஓԂର৅ͷ਌ژըɹʙࢀಐֶՊϓϩδΣΫτ΁ͷࣇɾ߈ҭֶઐڭ

栄養クリニック活動報告書_第11号 0227.indd   26 2019/02/27   11:23


